
中京大学心理学研究科・心理学部紀要投稿要領

1．	投稿を希望する場合は，下記に定めるファイルを編集委員会に提出する。
　　⑴　心理学研究科・心理学部紀要投稿申込書
　　⑵　論文原稿（著者情報は論文原稿には含めないこと。マイクロソフト社 word で作成すること）
　　⑶　図表（マイクロソフト社 word もしくは excel で作成すること）
2．	投稿に際しては，各ファイルが上記のうちどれに当たるのかが明確に分かるようなファイル名を

つける。
3．	投稿は，電子メール（bulletin-psychology@ml.chukyo-u.ac.jp）に行う。
4．	論文の長さは，原則として本誌10ページ（14000字）以内とする。但し，編集委員会が認めたも

のについてはこの限りではない。
5．	投稿要領は，和文の場合には日本心理学会「執筆・投稿の手引き」，英文の場合には米国心理学

会「Publication Manual of the American Psychological Association」に準ずる。論文が投稿要
領と合致しない場合は，編集委員会が執筆者に期限付修正を求める。

6．	投稿にあたっては，日本語論文の場合は題目と抄録の英文，英語論文の場合は題目・抄録・本文
について，ネイティブスピーカーによる校閲を済ませておくことが望ましいが，編集委員会にそ
の作業を委託することも出来る。

7．	校正は執筆者の責任において行うが，印刷の体裁は，編集委員会に一任する。

中京大学心理学研究科・心理学部紀要編集規程

1．	本誌は，中京大学大学院心理学研究科及び心理学部が刊行する機関誌であって，心理学に関連す
る未公刊論文（和文または英文），その他編集委員会が適当と認めたものを掲載する。

2．	本誌に掲載される原稿の種類は次の通りとする。
　　⑴　�原著論文：実験・調査・事例などに基づく研究，実践的研究，理論的研究であり，既存研究

に対する問題提起を行い，新たな枠組み・視点を提示するもの（査読有）。
　　⑵　その他
　　　①　�研究ノート：原著論文とは質的に異なるが，研究の遂行に有用な方法，技術及びデータに

関する報告で公表に値するもの（査読無）。
　　　②　その他編集員会が必要と認めた記事（査読無）。
3．	投稿資格は下記の者が有する。
　　⑴　�心理学研究科（以下，文学研究科心理学専攻を含む）及び心理学部教員（非常勤講師を含

む）及び元専任教員
　　⑵　心理学研究科在学生，または修了・中退者
　　⑶　心理学研究科・心理学部研究生
　　⑷　編集委員会が特に認めた者
4．	学外者の共著者については，その資格は問わない。
5．	発行は年２号とし，１号については10月刊行とし，２号については３月刊行を原則とする。
6．	本誌に掲載された論文を無断で複製，あるいは転載することはできない。
7．	別刷部数は原稿一編について50部とし，それを越える部数，あるいは，論文中に特殊印刷を必

要とする場合は，執筆者の負担とする。
8．	掲載された原稿は，原則として大学機関リポジトリで公開する。
9．	投稿論文のうち原著論文は，心理学部及び心理学研究科専任教員のうち２名の査読を得て掲載が

可能となる。ただし，論文の専門性によっては外部の専門家に査読を依頼することがある。研究
ノート及び記事は編集委員が原稿を確認し，掲載の可否を判断する。原著論文とは異なり査読は
行わないが，内容や表現等の修正を投稿者に求めることはある。

中京大学心理学研究科・心理学部紀要編集委員会規程

1．	心理学研究科・心理学部紀要の刊行を進めるために編集委員会（以下，委員会）を設ける。
2．	委員会は，⑴ 各年度の「紀要」刊行計画の立案，⑵ 紀要掲載論文の決定，⑶ 投稿論文の受理，

⑷ 刊行のための諸手続き，⑸ 紀要編集規程・紀要投稿要領・紀要編集委員会規程の改訂を行う。
3．	委員会は，教授会が選出した委員４名より構成する。各委員の任期は２年とするが，再任を妨げ

ない。
4．	委員会は，互選により編集委員長を定める。
5．	委員長は，教授会に委員会が判断したことを適時報告するとともに，必要な場合は審議を求める。



就学前から小学校高学年にかけての移動自由性の発達と関連要因（小島　康生）

37

Shaw, B., Watson, B., Frauendienst, B., Redecker, A., 
Jones, T. & Hillman, M. (2013). Children’s Independent 
Mobility: A Comparative Study in England and 
Germany (1971–2010). London: Policy Studies Institute.

島田 貴仁・齊藤 知範・雨宮 護・茂串 誠二・原田 豊・
雨宮 有（2008）．紙地図と GPS による小学生児童の
日常行動の測定　地理情報システム学会講演論文集，
17, 351–354.

Stone, M. R., Faulkner, G. E. J., Mitra, R., & Buliung, R. 
N. (2014). The freedom to explore: examining the 
influence of independent mobility on weekday, 
weekend and after-school physical activity behaviour 
in children living in urban and inner-suburban 
neighborhoods of varying socioeconomic status. 
International Journal of Behavioral Nutrition and 
Physical Activity 11:5 https://doi.org/10.1186/1479–
5868–11–5

鈴木 淳子（2016）．質問紙デザインの技法［第２版］　
ナカニシヤ出版

田中 元・鈴木 哲也 . （2015）. 大学向け一般化学教科書
を基にした教育系学部化学教育の調査─中高理科教員
に求められる科学リテラシーを追究する過程で─　東

京未来大学研究紀要，8, 159–168.
寺本 潔・大西 宏治（2004）．子どもたちの初後悔─遊

び空間と探検行動の地理学─　古今書院
Timperio A., Salmon J., Telford A., & Crawford D. 

(2004). Perceptions about the local neighborhood and 
walking and cycling among children. Preventive 
Medicine, 38, 39–47.

Tonucci, F. (2005). Citizen child: Play as welfare 
parameter for urban life, Topoi, 24, 183–195.

Valentine, G. (2004). Public Space and The Culture of 
Childhood. Hampshire: Ashgate Publishing.

　（ヴァレンタイン，G. 汐見稔幸（監修）久保健太（訳）
（2009）．子どもの遊び・自立と公共空間　明石書店）

Van der Ploeg, H., Merom, D., Corpuz, G., & Bauman, A. 
(2008). Trends in Australian Children Travelling to 
School 1971–2003: burning petrol or carbohydrates? 
Preventative Medicine, 4, 60–62.

Witten, K., Kearns, R., Carroll, P., Asiasiga, L., & Tava’e, 
N. (2013). New Zealand parents’ understandings of 
the intergenerational decline in children’s independent 
outdoor play and active travel. Children’s Geographies, 
11, 215–229.



編　集　委　員

鬢櫛　一夫　　　川島　大輔　　　明翫　光宜　　　松本友一郎

編　集　後　記

　本号には臨床心理学領域の原著論文が２篇と発達心理学領域の原著論文が１篇掲載されている。数
としては３篇と少ないが，いずれも高い水準の論文である。創刊当時は査読システムがなかったこと
が記されているが，それはそれで自由闊達な紀要らしさがあってよかったとも思える。現在では原著
については査読がなされ，もともと高い水準の投稿原稿が内容ばかりでなく形式的にも統一されて立
派に仕上がっている。著者だけでなく査読者にも感謝申し上げる。紀要にはこのような内外への研究
成果の発信という役割だけでなく，若手研究者の登龍門という性格もある。投稿原稿が査読によりさ
らに磨き上げられる過程を通じて若手研究者が発想や表現技法を学ぶ絶好の機会となるだろう。実
際，指導教員との連名での投稿もいくつも目にする。今後さらなる投稿をお待ち申し上げる。
� （鬢櫛　一夫）
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